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範囲 

 
要旨日本語訳 

 

飼育イルカのクリック音間隔は、イルカと対象物間を音が往復する時間よりも長いことで知ら

れる。本研究では、野生下と飼育下のヨウスコウカワイルカ、スナメリ、ハンドウイルカのクリ

ック音間隔を比較した。クリック音間隔は、野外では 100-200 ミリ秒に達したのに対し、飼育下

では 4-28 ミリ秒ほどであった。野生イルカのエコーロケーションは、ナビゲーションや測距に

おいて様々な距離に適応しているようで、それは時に 140m に達する。加えて、最大エネルギー

の周波数とクリック音の持続時間において、種間の波形特性の違いが認められた。 

 

 

注1: 1998年当時、御蔵島に生息するイルカはハンドウイルカ(Tursiops truncatus)と考えられていました。 
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